
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】腟腔内への挿入部と、当該挿入部の周壁面
の広範囲に敷設された特殊糸状発熱体と、所要個所に具
備された同特殊糸状発熱体への電力供給用電池とを有
し、これ等特殊糸状発熱体、電池により上記周壁面の表
面温度ａを人体の平均体温より０．５℃＜ａ＜３℃高い
温度に加熱する状態とされたことを特徴とする腟腔用加
温具。
【考案の詳細な説明】
（産業上の利用分野）
本考案は腟腔用加温具に関するものである。
（従来の技術）および（考案が解決しようとする問題
点）
一般に、腟腔内壁面の体温は僅かに高い方がよいといわ
れている。しかし、斯る傾向に応えるべく金属線ヒータ

を用いて実施したのでは 電流値が大きいので電気的危
険性が高い、 大型の電池が必要で異和感がある、 柔
軟性が乏しく屈曲に弱い、 通電開始後発熱の立上りが
遅く即応性に乏しい、 軽量化に難がある等の欠陥があ
って好ましくない。
本考案は斯る欠陥を有していない新規の腟腔用加温具を
提供することを目的とする。
（問題点を解決するための手段）
上記目的を達成するために本考案に係わる腟腔用加温具
は、腟腔内への挿入部と、当該挿入部の周壁面の広範囲
に敷設された特殊糸状発熱体と、所要個所に具備された
同特殊糸状発熱体への電力供給用電池とを有し、これ等
特殊糸状発熱体、電池により上記周壁面の表面温度ａを
人体の平均体温より０．５℃＜ａ＜３℃高い温度に加熱
するようにしたものである。
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（実施例）
図に示す実施例は腟腔内への挿入部(2)をもつ腟腔用加
温具本体(7)を構成し、腟腔内挿入部(2)の周壁面(1)の
広範囲に後述する特性を有する布状に織成された特殊糸
状発熱体(3)を保護被膜(4)で被覆して敷設すると共に腟
腔用加温具本体(7)の基端部分内に上記糸状発熱体(3)に
電力を供給するカドミカ電池(5)を装填し、また同腟腔
用加温具本体(7)の基端面に入切スイッチ(6)を取付け、
これ等特殊糸状発熱体(3)、電池(5)、入切スイッチ(6)
により上記周壁面(1)の表面温度ａを人体の平均体温よ
り２℃前後高い温度に加熱する状態としたものである。
尚、本願実施例の特殊糸状発熱体は有機合成繊維製芯材
にカーボン粒子を均質に多層コーティングして得た糸状
体により布状に織成したものであって、下記のような特
性を有している。
記
〔１〕特徴
Ａ．屈曲耐久製が金属線に比較して、ずばぬけて高い。
Ｂ．電気抵抗値が高いため、広い面積を均一に加熱する
ことができる。
Ｃ．遠赤外線の高い放射率を持っている。
Ｄ．金属線に比べて、耐薬品性、対ガス性が優れてい
る。

Ｅ．線に伸度があるため、耐衝性がある。
Ｆ．柔軟性があるため、編織が容易にできる
Ｇ．使用温度は８０℃以下の低温用である。
Ｈ．熱伝導率が小さいので、通電後の発熱立上りが早
い。
Ｉ．比重が金属より小さく、軽量である。
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（作用）および（考案の効果）
本考案は上記したように腟腔内への挿入部と、当該挿入
部の周壁面の広範囲に敷設された特殊糸状発熱体と、所
要個所に具備された同特殊糸状発熱体への電力供給用電
池とを有し、これ等特殊糸状発熱体、電池により上記周
壁面の表面温度ａを人体の平均体温より０．５℃＜ａ＜
３℃高い温度に加熱する状態とされたことを特徴とする
ので、上記した特性により明らかであるように 電流値
が小さいので電気的危険性が低い、 小型の電池で充分
であるので異和感が少ない、 柔軟性が優れているので
屈曲に強い、 通電開始後の発熱の立上りが早く即応性
がよい、 軽量化ができるなどの優れた効果を有し、上
記した傾向に充分に応えるものであって、所期の目的を
充分に達成することができるものである。
【図面の簡単な説明】
図は本考案腟腔用加温具の実施例を示す全体の側面図で
ある。
(1)……周壁面、(2)……挿入部、(3)……糸状発熱体、
(4)……保護被膜、(5)……電池、(6)……入切スイッ
チ、(7)……腟腔用加温具本体。

(3)                           実公平６－７７０９
5 6

10

20

30

40

10

20

30



  

(4)                           実公平６－７７０９


